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市長の部屋

脊
振
町
活
性
化
へ
の
方
策
を
求
め
て
現
地
視
察

　

ま
ず
、
長
野
県
川
上
村
は
総
面
積

２
０
９
・
６
１
㎢
、
人
口
３
，８
９

０
人
、
役
所
の
所
在
地
標
高
は
１
，

１
８
５
m
と
高
い
位
置
に
あ
り
ま

す
。
年
間
平
均
気
温
は
８
・
５
℃
で
、

農
作
業
（
畑
作
）
の
で
き
る
期
間
は

年
間
５
カ
月
程
度
で
す
。
作
物
品
種

も
非
常
に
限
定
さ
れ
、
作
物
生
育
条

件
の
劣
悪
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
か

　

神
埼
市
合
併
後
の
人
口
・
世
帯

は
、
今
年
３
月
末
ま
で
に
１
，９

７
０
人
減
少
、
８
７
３
世
帯
増
加

し
、
一
層
の
核
家
族
化
の
進
展
が

う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
１
世
帯

当
た
り
の
人
数
は
３
・
２
人
か
ら

２
・
８
人
に
減
少
し
、
高
齢
者
の

二
人
暮
ら
し
・
一
人
暮
ら
し
世
帯

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

中
で
も
脊
振
町
は
、
人
口
が
４

１
５
人
減
少
、
世
帯
数
も
61
世

帯
減
少
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率

は
、
約
40
％
と
高
く
、
過
疎
化
が

進
み
、
空
き
家
や
地
域
活
力
の
問

題
が
山
積
し
、
顕
在
化
し
て
い
ま

す
。
中
山
間
地
域
（
脊
振
町
）
特

有
の
地
域
問
題
解
消
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
る
神
埼

市
第
二
次
総
合
計
画
の
中
で
、
脊

振
地
域
の
活
性
化
策
を
思
慮
す
る

と
き
、
同
じ
中
山
間
地
域
の
長
野

県
川
上
村
と
大
分
県
佐
伯
市
青
山

地
区
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
先
月
、
早
速
視
察
を
行
い
、

特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
紹
介

し
ま
す
。

ら
、
村
民
の
暮
ら
し
は
極
貧
な
出
稼

ぎ
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
悪
条
件
を
有
利
な
条
件
へ
と
の

逆
転
の
発
想
に
立
ち
、『
夏
出
し
野

菜
』の
栽
培
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

秋
冬
が
旬
の
白
菜
・
レ
タ
ス
の
夏
場

栽
培
・
出
荷
に
成
功
し
、
農
家
は
年

間
2
千
万
円
か
ら
4
千
万
円
を
売
り

上
げ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
耕
作
放

棄
地
は
皆
無
（
農
業
セ
ン
サ
ス
）
で

す
。

◎
規
模
拡
大
か
ら
一
大
産
地
へ（
情
報
）

・
以
前
は
、
広
大
な
採
草
原
野
を
各

集
落
が
管
理
（
収
量
の
少
な
い
養

蚕
と
仔
馬
の
生
産
）

・
補
助
事
業
を
導
入
し
て
１
，５
０

０
ha
を
開
墾
し
、
平
等
配
分
（
全

戸
が
土
地
持
ち
農
家
）

・
農
家
１
戸
の
平
均
耕
作
面
積
２
・

５
ha
、
平
均
年
収
２
，５
０
０
万
円

・
３
カ
月
で
1
年
分
を
働
く
（
４
倍

の
過
重
労
働
、作
業
時
は
０
時
か
ら
）

　

脊
振
地
域
に
生
か
せ
る
こ
と
が
な

い
か
と
、現
場
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
ず
、
畑
地

の
あ
り
方
が
違
い
ま
す
。川
上
村
は
、

北
海
道
や
阿
蘇
高
原
を
思
わ
せ
る
平

原
的
畑
地
で
作
業
方
法
も
異
な
り
ま

す
。
ま
た
、
農
家
の
後
継
者
問
題
は

少
な
い
反
面
、
本
市
以
上
に
嫁
不
足

が
深
刻
な
問
題
で
し
た
。

　

最
後
に
「
経
済
の
豊
か
さ
で
人
は

幸
せ
に
な
れ
な
い
」
と
の
言
葉
を
聞

き
、
今
で
も
心
に
鮮
烈
に
残
っ
て
い

ま
す
。

《
市
長
の
部
屋
》

長
野
県 

川
上
村

高
冷
地
レ
タ
ス
栽
培
で

２
千
万
～
４
千
万
円
売
り
上
げ

大
分
県 

佐
伯
市
青
山
地
区

青
山
女
性
百
人
会
で

地
域
の
健
康
と
生
き
甲
斐
を

　

近
年
、
大
分
県
の
集
落
で
は
、
65

歳
以
上
が
50
％
以
上
占
め
る
小
規
模

集
落
化
が
進
行
し
、
ど
う
暮
ら
し
を

立
て
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
佐
伯
市
青
山
地
区
も
過
疎

化
が
進
み
、
地
域
に
住
む
者
同
士
の

絆
が
薄
れ
、
全
体
の
活
力
が
失
わ
れ

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
地
域
の
女
性
が
立
ち
あ
が

り
、
青
山
女
性
百
人
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
地
区
内
の
７
集
落
を
活
動

範
囲
と
し
て「
青
山
ピ
ン
コ
ロ
の
会
」

の
愛
称
で
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯

の
健
康
づ
く
り
・
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
物
販
・
宅
配
・
見
守
り
・
安

ら
ぎ
・
子
育
て
な
ど
の
活
動
拠
点
が

「
青
山
ピ
ン
コ
ロ
軒
」
で
、
代
表
を

務
め
る
の
が
本
田
房
代
さ
ん
。
仲

間
の
皆
さ
ん
か
ら
「
ふ
さ
ネ
ェ
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
時
も

笑
顔
が
絶
え
な
い
充
実
と
自
信
に

満
ち
た
彼
女
の
「
青
山
地
域
は
人

も
自
然
も
豊
か
な
最
高
の
場
所
で

地
域
の
輪
を
紡
い
で
い
ま
す
」
と

の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
言
葉
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

両
地
域
を
そ
っ
く
り
ま
ね
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
一
つ
で
も
取
り
組
め
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

（
紙
面
の
都
合
で
、
詳
細
に
書
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば

お
話
を
し
た
い
も
の
で
す
）

　
　
神
埼
市
長

松
本
　
茂
幸
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〒842-0002 神埼町田道ヶ里2451
TEL（0952）52-6654

　
　
平
成
30
年
度　

保
育
園
入
園
児
募
集

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

各課からのお知らせ

有
料
広
告

有
料
広
告

市
内
保
育
園

・
仁
比
山
保
育
園
（
市
立
）

・
西
郷
保
育
園
（
市
立
）

・
ち
よ
だ
保
育
園
（
市
立
）

・
せ
ふ
り
保
育
園
（
市
立
）

・
小
桜
保
育
園
（
私
立
）

・
神
埼
保
育
園
（
私
立
）

・
ち
と
せ
保
育
園
（
私
立
）

○
受
付
期
間

　

11
月
１
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　

12
月
22
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

○
対
象
年
齢　

　

生
後
６
ヶ
月
～
就
学
前

入
園
申
込
み
の
で
き
る
方

　

保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情

に
よ
り
保
育
を
で
き
な
い
場
合
で

す
。

　
「
下
の
子
の
保
育
に
手
が
掛
か
る
」

「
友
達
が
い
な
い
」「
遊
ぶ
場
所
が
な

い
」
な
ど
の
理
由
で
は
入
園
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

①
家
庭
外
労
働

　

保
護
者
が
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て

い
る
。（
最
低
勤
務
時
間
が
月
64
時

間
以
上
）

②
家
庭
内
労
働

　

保
護
者
が
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ

て
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

（
最
低
勤
務
時
間
が
月
64
時
間
以
上
）

③
親
の
い
な
い
家
庭

　

死
亡
、
行
方
不
明
な
ど
の
理
由
に

よ
り
親
が
い
な
い
家
庭
。

④
母
親
の
出
産
、
保
護
者
の
病
気

　

出
産
の
前
後
（
出
産
月
を
挟
ん
で

前
後
２
ヶ
月
以
内
、最
大
４
ヶ
月
間
）

や
保
護
者
が
病
気
や
怪
我
、
ま
た
は

精
神
や
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
。

⑤
病
人
の
介
護
、
看
護

　

同
居
ま
た
は
長
期
入
院
等
し
て
い

る
親
族
の
介
護
・
看
護
し
て
い
る
。

⑥
家
庭
の
災
害

　

火
災
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
災

害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。

⑦
求
職
活
動

　

保
護
者
が
求
職
活
動
を
し
て
い

る
。（
最
大
２
ヶ
月
間
）

○
必
要
な
書
類

・
入
園
申
込
書
（
児
童
一
人
一
部
）

・
家
庭
内
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
書
、

母
子
健
康
手
帳
の
写
し
、
診
断
書

な
ど
）

※
保
育
料
算
定
資
料

　

新
規
入
園
の
方
で
平
成
29
年
１
月

１
日
時
点
で
神
埼
市
外
に
居
住
さ
れ

て
い
た
方
は
、
平
成
29
年
１
月
１
日

に
お
住
ま
い
の
市
町
村
で
平
成
29
年

度
住
民
税
所
得
課
税
証
明
書
を
取
得

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
在
園
児
が
い
る
場
合
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

認
定
子
ど
も
園
の

　
　
　

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園

へ
の
入
園
希
望
の
方
は
、
直
接

園
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
子
ど
も
の
家
保
育
園

　
（
大
立
寺
幼
稚
園
）

　

☎
４
４
‐
３
１
４
４

・
神
埼
こ
ど
も
園

　

☎
５
３
‐
４
５
０
０

・
神
埼
双
葉
園

　

☎
５
２
‐
３
６
０
９

○
入
園
選
考

　

入
園
希
望
者
が
多
数
の
場
合

は
、
申
込
書
と
面
接
に
よ
り
保
育

が
必
要
な
程
度
を
総
合
的
に
判
断

し
、
優
先
順
位
の
高
い
方
か
ら
入

園
を
決
定
し
ま
す
。

○
申
請
書
配
布
・
申
込
場
所

対　象 申請書配布・提出場所

・新入園児
・市外保育園の在園児

・福祉課
・千代田支所総合窓口課
・脊振支所総合窓口課

市内保育園の在園児
各保育園
※来年度も市内保育園に継
　続入園を希望される場合
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　平
成
30
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
受
付
中

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

神
埼
市
中
央
公
民
館　

☎
５
３
‐
２
３
２
５

脊
振
公
民
館　

☎
５
９
‐
２
１
３
１

○
申
込
締
切

　

12
月
20
日
（
水
）
ま
で

○
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
入
会
申
込
書 

②
児
童
健
康
等
生
活
調
査

③
誓
約
お
よ
び
承
諾
書 

④
就
労
証
明
書
ま
た
は
自
営
申
立

書
（
20
歳
以
上
70
歳
未
満
の
両

親
お
よ
び
同
居
親
族
の
方
）

※
就
労
は
、
原
則
、
１
日
４
時
間

以
上
、
月
15
日
以
上
の
勤
務
実

態
が
必
要
で
す
。

⑤
申
立
書
（
20
歳
以
上
70
歳
未
満

の
両
親
お
よ
び
同
居
親
族
の
方

で
就
労
証
明
書
、
自
営
申
立
書

が
提
出
で
き
な
い
方
）

⑥
口
座
振
替
依
頼
書
（
初
め
て
児

童
ク
ラ
ブ
の
口
座
振
替
の
手
続

き
を
さ
れ
る
方
）

⑦
傷
害
保
険
料　

８
０
０
円

○
注
意
事
項

・
18
時
ま
で
に
、
保
護
者
の
迎
え

が
必
要
で
す
。

・
新
１
年
生
の
預
か
り
は
、
４
月

１
日
か
ら
行
い
ま
す
。

・
給
食
の
な
い
日
は
、
弁
当
、
水

筒
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
日
曜
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年

始
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

・
負
担
金
の
支
払
い
は
、
原
則
、

「
学
期
払
」「
口
座
振
替
」
で
す
。

放課後児童クラブ
開
設
時
間

平日 放課後～ 18時
土曜日・
長期休業期間等

７時～ 18時

負
担
金

月～金（月額） 2,000円
春休み・冬休み・
学年末

各1,000円

夏休み 4,000円

※おやつ代等が別途必要です。
※土曜日利用は、1,000円（月額）追加されます。

　
　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

さ
ま
ざ
ま
な
児
童
虐
待

○
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負

わ
せ
る
、
溺
れ
さ
れ
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待

　

無
視
す
る
、
脅
す
、
罵
声
を
あ

び
せ
る
、兄
弟
間
の
差
別
的
扱
い
、

子
ど
も
の
前
で
他
の
家
族
に
暴
力

を
振
る
う
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト

　

食
事
を
与
え
な
い
、
著
し
く
不

潔
に
す
る
、
病
気
に
な
っ
て
も
病

院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
家
に
閉

じ
込
め
る
な
ど

○
性
的
虐
待

　

性
的
関
係
を
強
要
す
る
、
性
的

い
た
ず
ら
を
す
る
、
性
器
や
性
的

行
為
を
見
せ
る
な
ど

「
虐
待
か
も
…
」
と
思
っ
た
ら
、

お
電
話
く
だ
さ
い

　

匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
連
絡

し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
相
談
窓
口

・
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

・
佐
賀
中
央
児
童
相
談
所

　

☎
２
６
‐
１
２
１
２

（
虐
待
通
報
は
24
時
間
３
６
５
日

対
応
し
ま
す
）

・
児
童
相
談
所
（
全
国
共
通
）

　

☎
１
８
９

○
メ
ー
ル
で
の
相
談

　

メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。
福
祉
課
の
家
庭
児
童
相
談

員
が
対
応
し
ま
す
。

k-soudan@
city.kanzaki.lg.jp

平
成
29
年
度　

児
童
虐
待
防
止
標
語

　
い
ち
は
や
く
　
知
ら
せ
る
勇
気
　
つ
な
ぐ
声

　

現
在
、
親
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
す
べ
て
の
児
童
は
、
心
身
と
も
に
、
健
や
か
に
う
ま
れ
、

育
て
ら
れ
、
そ
の
生
活
を
保
障
さ
れ
る
」
と
児
童
憲
章
に
謳
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
ず
に
、
健
や
か
に
成
長

で
き
る
社
会
を
目
指
す
た
め
、
市
で
は
児
童
虐
待
防
止
・
予
防
、
早
期

発
見
が
で
き
る
よ
う
相
談
・
通
報
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
地
域
み
ん

な
で
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

市長交際費の公表
（平成29年７月～９月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 0 0
御　祝 33 101,000
激　励 2 6,000
会　費 0 0
見舞い 0 0
その他 0 0

計 35 107,000

夜の市長室 どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係
　　　　　　　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

11月７日（火） 千代田支所
12月５日（火） 脊振支所

18：00 ～ 20：00（１組30分程度）

※当日は来庁順で受け付けを行
います。（１組30分程度）

※お住まいの地区に関係なくお
越しいただけます。

　10月の神埼市役所開催分に
は、６組12人が来庁されました。
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神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713ホームページ：https://otsuka-sekizai.com/

各課からのお知らせ

　
　

　
　

脊
振
郵
便
局
で
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始

脊
振
町
の
買
い
物
対
策
を一緒

に
考
え
ま
せ
ん
か

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

戸
籍
係　

☎
３
７
‐
０
１
２
０

◎
問
い
合
わ
せ　

庁
舎
整
備
課　

庁
舎
整
備
２
係　

☎
３
７
‐
０
０
１
１

有
料
広
告

有
料
広
告

　

脊
振
町
で
は
、
地
域
に
点
在
し

て
い
た
商
店
の
閉
店
や
高
齢
化
の

進
展
な
ど
で
、
い
わ
ゆ
る
「
買
い

物
弱
者
」
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
、
店

舗
な
ど
の
誘
致
活
動
や
運
営
方
法

な
ど
を
一
緒
に
考
え
る
場
を
設
け

ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
応
募
資
格　

　

脊
振
町
に
在
住
さ
れ
て
い
る

方
、
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
、
出
身

の
方

　

年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
18
歳
以
下
の
高
校
生
等
は
保
護

者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

○
募
集
人
員

　

20
人
程
度

※
応
募
者
が
多
い
場
合
は
選
定

　
○
報
酬
、
交
通
費
な
ど

　

な
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
利
用

者
証
明
用
電
子
証
明
書
付
き
）
を

利
用
し
た
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス

が
、
新
た
に
脊
振
郵
便
局
で
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
利
用
可
能
時
間

　

９
時
～
17
時

※
郵
便
局
開
庁
時
の
み

○
取
得
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
戸
籍
全
部（
個
人
）事
項
証
明
書

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

○
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項（
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
性
別
）

を
記
入
し
、
庁
舎
整
備
課
ま
た
は

脊
振
支
所
総
合
窓
口
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

・
F
A
X
５
２
‐
１
１
２
０

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

so
u
m
u
-0
3
@
city.ka

n
za
ki.

lg.jp○
応
募
用
紙

　

庁
舎
整
備
課
や
各
支
所
総
合
窓

口
課
に
設
置
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.ka

n
za
ki.

saga.jp/m
ain/5

1
6
4
.htm

l

郵便局がさらに便利に
　10月２日、脊振郵便局にキオスク端末（マルチコピー
機）を設置し、記念のセレモニーを行いました。キオ
スク端末は試行的に全国で14局に設置されていて、九
州では沖縄県内の１局と脊振郵便局のみ。
　セレモニーでは、松本市長が端末を実際に使用し住
民票を取得。簡単に操作でき、高齢者にも使いやすい
とアピールしました。
　端末はコピー機能も備えていて、地域住民の利便性
の向上も期待しています。
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〒842-0002　
神埼町田道ヶ里2275-8
TEL/FAX：0952（52）8042
HP：ajyo-soy.com

★中華おせち予約受付中。
　全８品（５～６人前）　12,000円（税込）
　♡12月31日夕方５～７時の間で受け渡し
★忘年会・新年会120分飲み放題プラン　
　4,000円（税込）～
【年始の営業】元旦は店休いたします。２日は
コース料理予約のみ営業。３日より通常営業。

　
　

　
　

国
民
年
金
保
険
料

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

介
護
保
険
料
は
納
期
限
内
に

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

佐
賀
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

業
務
課　

☎
４
０
‐
１
１
３
５

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を

社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
で
す
。「
介
護
が
必
要
に
な
る
」
の
は

限
ら
れ
た
人
だ
け
で
な
く
、
誰
に
で
も
そ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
、
利
用
料
の
１
割
ま
た
は

２
割
を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

制
度
で
す
。（
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
別
に
費
用
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

　

自
己
負
担
以
外
の
費
用
は
、40
歳
以
上
の
人
が
支
払
う「
介
護
保
険
料
」

と
「
公
費
（
税
金
）」
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
納
付
方
法

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
へ
納
付
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
65
歳
以
上
の

方
の
介
護
保
険
料
の
納
め
方
は
２

種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

■
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方

■
普
通
徴
収

　
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

・
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た

方
、
転
入
さ
れ
た
方

・
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
な

い
方
、
年
金

が
年
額
18
万

円
未
満
の
方

な
ど

　

納
付
書
の
方
は
毎
月
、
納
期
限

ま
で
に
金
融
機
関
、
郵
便
局
な
ど

で
納
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。（
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付

で
き
ま
せ
ん
）

　

口
座
振
替
に
す
れ
ば
金
融
機
関

へ
出
向
く
手
間
も
省
け
、
納
め
忘

れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
き
は

　

必
ず
納
付
相
談
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
滞
納

処
分
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
た
際
の
負
担
割
合
が
３
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の
給
付
制
限

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　11
月
25
日
～
12
月
１
日
は

　

犯
罪
被
害
者
週
間

◎
問
い
合
わ
せ　

防
災
危
機
管
理
課

　

消
防
交
通
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
４

犯
罪
被
害
者
に
寄
り
添
い

社
会
で
支
え
合
う
た
め
に

　

犯
罪
被
害
に
あ
う
人
は
、
決
し

て
特
別
な
人
で
は
な
く
、
誰
し
も

被
害
者
と
い
う
立
場
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
方
が
一

日
も
早
く
平
穏
な
暮
ら
し
を
取
り

戻
せ
る
よ
う
、
市
で
は
「
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
」
を
制
定
し
、

警
察
や
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力

し
、総
合
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
相
談
窓
口
の
設
置

　

被
害
者
の
方
な
ど
が
抱
え
る
問

題
の
相
談
に
応
じ
、
支
援
情
報
や

専
門
の
相
談
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

　
○
見
舞
金
の
支
給

　

犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
全
治
１
ヶ

月
以
上
の
被
害
を
受
け
た
方
、
ま

た
は
死
亡
し
た
被
害
者
の
遺
族
の

方
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

・
傷
害
見
舞
金　

10
万
円

・
遺
族
見
舞
金　

30
万
円

　

詳
し
く
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
送
付
時
期

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

日
に
よ
っ
て
発
送
時
期
が
異
な
り

ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
日

・
１
月
１
日
～
９
月
30
日

　

11
月
上
旬
送
付

・
10
月
１
日
～
12
月
31
日

　

２
月
上
旬
送
付

控
除
証
明
書
は
大
切
に
保
管
を

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

と
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
対
象
は
、
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
で
す
。

　

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納

付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
、

大
切
に
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
な
ど
家
族
の
負

担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
た
場
合
は
、
納
め
た
方
の
社
会

保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
申
告
の
際
は
、
家
族
あ

て
の
控
除
証
明
書
も
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

有
料
広
告
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司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

困ったこと、悩んでいること、ご相談を
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
（毎週火曜日は午後８時まで営業）

各課からのお知らせ

　
　税
務
課　

臨
時
職
員
募
集

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

○
業
務
内
容

　

税
務
課
事
務
補
助
・
確
定
申
告

事
務
補
助

○
募
集
人
員　

３
人

○
任
用
期
間

　

平
成
30
年
１
月
９
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
31
日

○
勤
務

　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

○
賃
金　

日
額
６
，４
０
０
円

○
応
募
資
格

　

市
内
在
住
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
で
き
る
方

○
勤
務
条
件

　

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
あ
り

○
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書（
顔
写
真
添
付
）、

官
製
ハ
ガ
キ
（
返
信
先
記
入
）
を

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
宛
先
〉
〒
８
４
２
‐
８
６
０
１

　

神
埼
市
神
埼
町
神
埼
４
１
０

　

税
務
課　

市
民
税
係

○
受
付
期
間

　

11
月
６
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

○
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

※
面
接
日
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

有
料
広
告

　
　平
成
30
年
版 

さ
が
県
民
手
帳
発
売

◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

　

各
月
行
事
予
定
表
や
日
記
欄
な

ど
の
手
帳
と
し
て
の
機
能
は
も
ち

ろ
ん
、
各
都
道
府
県
、
県
内
市
町

の
人
口
、
面
積
な
ど
を
掲
載
し
た

統
計
編
を
は
じ
め
、
観
光
施
設
の

案
内
や
官
公
庁
の
所
在
地
、
郷
土

の
歳
時
記
（
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
）、

そ
の
他
、
さ
が
県
民
手
帳
な
ら
で

は
の
仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情

報
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
で
販
売
中

　

本
庁
の
企
画
課
窓
口
、
各
支
所

総
合
窓
口
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

11
月
１
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　

12
月
22
日
（
金
）

○
種
類

　

選
べ
る
３
サ
イ
ズ

・
Ａ
５
版

　
（
21
・
０
㎝
×
14
・
７
㎝
）

�

１
，３
０
０
円
（
税
込
）

・
大
型

　
（
15
・
４
㎝
×
８
・
８
㎝
）

�

７
０
０
円
（
税
込
）

・
小
型

　
（
11
・
８
㎝
×
７
・
０
㎝
）　

�
５
５
０
円
（
税
込
）

○
表
紙
の
色

　

パ
ー
プ
ル
・
ス
チ
ー
ル
グ
レ
ー

○
そ
の
他
販
売
場
所

・
県
内
各
書
店
（
一
部
取
り
扱
っ

て
な
い
書
店
も
あ
り
ま
す
）

・
ロ
ー
ソ
ン
佐
賀
県
医
療
セ
ン

タ
ー
好
生
館
店

・
県
内
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
各
店

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
佐
賀
県
庁

店
・
さ
が
元
気
ひ
ろ
ば
（
佐
賀
県
庁

新
館
１
階
）
ほ
か

　
　プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券「
神
埼
よ
か
よ
か
券
」

　

11
月
19
日（
日
）販
売
開
始

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係　

☎
３
７
‐
０
０
１
１

神
埼
市
商
工
会　

☎
５
２
‐
７
１
３
１

　

神
埼
市
商
工
会
で
は
、
市
の
支

援
を
受
け
て
、「
神
埼
よ
か
よ
か

券
」
の
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

　

１
セ
ッ
ト
１
０
，０
０
０
円
の

購
入
で
10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付

い
て
１
１
，０
０
０
円
分
の
お
買

物
が
で
き
ま
す
。

　

大
変
お
得
な

商
品
券
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
販
売
開
始
日

　

11
月
19
日
（
日
）
９
時
30
分
～

○
販
売
総
数

　

１
万
セ
ッ
ト

○
購
入
金
額　
　

　

１
セ
ッ
ト　

１
０
，０
０
０
円

　
（
５
０
０
円
×
22
枚

＝
１
１
，０
０
０
円
）

○
購
入
限
度　
　

　

一
人
５
セ
ッ
ト（
５
万
円
ま
で
）

○
購
入
対
象
者　
　

　

市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

○
使
用
期
間　
　

　

11
月
19
日
（
日
）
～

　

平
成
30
年
２
月
４
日
（
日
）

販売場所

神埼町

・神埼市商工会
※販売初日は神埼市中央
　公民館
・ショッパーズかんざき
　サピエ

千代田町 ・ショッピングセンター
　アニー 

脊振町 ・御食事処 いずみや
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歯
と
お
口
の
健
診
実
施
中

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

検
討
始
ま
る

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室　

生
活
環
境
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課

地
域
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

無
料
で
歯
周
疾
患
検
診
が

受
け
ら
れ
ま
す

　

40
歳
と
50
歳
の
方
を
対
象
に
、

市
内
協
力
歯
科
医
院
で
無
料
健
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
菌
は
、
歯
の
み
な
ら
ず

全
身
の
健
康
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
怖
い
存
在
。
歯
周
病
の
予
防

や
早
期
発
見
に
は
健
診
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
対
象
の
方
に
は
受
診
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
お
早
目
に

受
診
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
対
象

・
昭
和
42
年
４
月
1
日
～

�

昭
和
43
年
３
月
31
日
生

・
昭
和
52
年
４
月
1
日
～

�

昭
和
53
年
３
月
31
日
生

○
実
施
期
間

　

平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で

※
歯
科
医
院
休
診
日
を
除
く

○
費
用　

 

無
料

○
内
容

　

問
診
、歯
と
歯
周
組
織
の
検
査
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

　

ご
み
な
ど
を
焼
却
す
る
「
野
焼

き
」
は
、
法
律
で
一
部
の
例
外
を

除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、
悪
臭
や
煙
害
な
ど

で
近
所
の
方
へ
迷
惑
を
か
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
分
別
表
」
を
確

認
し
、
収
集
日
に
ご
み

出
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

心
配
事
や
不
安
で
こ
こ
ろ
が
風

邪
を
引
い
た
状
態
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
専
門

の
相
談
員
に
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

○
日
時　

11
月
24
日
（
金
）

○
時
間　

完
全
予
約
制

　

①
13
時
30
分
～
14
時
10
分

　

②
14
時
10
分
～
14
時
50
分

　

③
14
時
50
分
～
15
時
30
分

○
場
所　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
30
年
度
か
ら
32
年

度
ま
で
の
第
５
次
計
画
を
策
定
す

る
た
め
、
策
定
委
員
会
が
発
足
し

ま
し
た
。

　

９
月
21
日
に
第
１
回
策
定
委
員

会
が
開
か
れ
、
16
人
の
委
員
へ
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
岡
部
由
紀
夫
会
長
（
西

九
州
大
学
講
師
）を
中
心
に
、地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
認

知
症
支
援
・
対
策
強
化
な
ど
の
ほ

か
、
佐
賀
中
部
広
域
連
合
が
策
定

す
る
介
護
保
険
事
業
計
画
と
整
合

を
図
り
つ
つ
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
　

　
　

成
分
献
血
の
お
願
い

下
水
道
使
用
料
の
変
更
届
忘
れ
ず
に

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　
　

（
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◎
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課　

管
理
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
５

　

成
分
献
血
者
の
安
定
的
な
確
保

を
目
指
し
成
分
献
血
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
場
所　

　

佐
賀
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
（
献
血
プ
ラ
ザ
さ
が
）

　

集
合
場
所
か
ら
血
液
セ
ン
タ
ー

ま
で
送
迎
し
ま
す
。

○
要
予
約

事
業
所
な
ど
も
確
認
を

　

下
水
道
や
浄
化
槽
、
農
業
集
落

排
水
の
市
営
汚
水
処
理
施
設
使
用

料
は
、
世
帯
割
と
世
帯
員
割
で
算

定
し
て
い
ま
す
。事
業
所
な
ど
は
、

面
積
や
作
業
人
員
を
も
と
に
算
定

し
て
い
ま
す
。

　

居
住
の
人
数
や
事
業
所
の
面
積

な
ど
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、

変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
届
出
先

　

下
水
道
課

　

各
支
所 

総
合
窓
口
課

　

進
学
や
長
期
入
院
・
入
所
さ
れ

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
住
民

票
の
人
数
と
実
際
に
居
住
し
て
い

る
人
数
が
異
な
る
場
合
は
、
減
免

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

とき 集合場所

神埼
地区

11月29日
（水）

神埼町保健センター
９時

脊振
地区

12月6日
（水）

脊振支所
９時

※成分献血は、採血量に応じて40分～ 90
分の時間がかかります。
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国
の
名
勝　

九
年
庵

秋
の
一
般
公
開

○
公
開
期
間

　

11
月
15
日
（
水
）
～

　
　
　

23
日
（
木
・
祝
）の
９
日
間

○
開
園
時
間

　

８
時
30
分
～
16
時

○
美
化
協
力
金

　

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料

入
園
整
理
券 

　

九
年
庵
へ
入
園
す
る
際
は
入
園

整
理
券
が
必
要
で
す
。
８
時
頃
か

ら
本
部
テ
ン
ト
で
配
布
し
ま
す
。

　

来
園
者
が
多
く
、
16
時
ま
で
に

入
園
見
込
み
が
た
た
な
い
場
合

は
、
入
園
整
理
券
の
配
布
を
早
め

に
中
止
し
ま
す
。

○
ア
ク
セ
ス

自
家
用
車　

駐
車
料
５
０
０
円

・
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
臨
時
駐
車
場

　
（
九
年
庵
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
）

・
仁
比
山
公
園
駐
車
場
（
身
体
障
が

い
者
用
）

バ
ス　

片
道
３
１
０
円

　

神
埼
駅
南
口
か
ら
九
年
庵
（
仁
比

山
神
社
前
）
行
き
の
路
線
バ
ス
（
昭

和
バ
ス
）

※
期
間
中
、
１
時
間
２
便
に
増
便
。

※
交
通
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係　

　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

特
別
営
業
期
間　

　

11
月
11
日
（
土
）
～
24
日
（
金
）

　

九
年
庵
の
一
般
公
開
に
伴
い
、

特
別
営
業
期
間
中
は
、
内
容
を
変

更
し
て
営
業
し
ま
す
。

・
駐
車
場
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん

　

駐
車
場
エ
リ
ア
に
、
一
般
公
開

の
運
営
本
部
を
設
置
す
る
た
め
、

駐
車
場
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

公
共
交
通
機
関
、
市
巡
回
バ
ス

を
利
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
温
泉
利
用
料
変
更

　

一
般
公
開
期
間
中
、
温
泉
利
用

料
は
、
利
用
者
の
居
住
地
を
問
わ

ず
、
大
人
（
高
校
生
以
上
）
３
０

０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
一
般
公
開
中
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
営
業
時
間

　

10
時
～
21
時
（
通
常
通
り
）

○
11
月
の
休
館
日　

８
日
（
水
）

※
15
日
（
水
）
は
営
業
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

九
年
庵
一
般
公
開
に
伴
う

憩
い
の
家
「
仁
比
山
温
泉

も
み
じ
の
湯
」
特
別
営
業

神埼市郡医師会 市民公開講座
「あなたは大丈夫？肝がん、糖尿病」

～肝がんと糖尿病から自分を守ろう～

神埼の偉人
吉田絃二郎生誕132年祭

　佐賀県が死亡率ワースト１の“肝臓がん“を防ぐ
コツ、患者や予備軍が増えている“糖尿病”につい
て学びませんか。自身や家族の健康づくりに、ぜひ
ご参加ください。
○と　き　11月25日（土）
　　　　　15時～ 17時半（開場14時）
○ところ　はんぎーホール
○講　演
①「在宅医療・介護連携推進事業について～在宅医

療における歯科医の役割～」
� エイト歯科クリニック院長　江口 隆郎 先生
②「佐賀になぜ肝臓がんが多いのか？～肝臓がんを

防ぐコツ～」
� 佐賀大学医学部教授　江口 有一郎 先生
③「健診を活用した糖尿病予防」
� 佐賀大学医学部教授　安西 慶三 先生
◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係
　　　　　　　☎51-1234

　神埼町莞牟田生まれ、大正時代に驚異的なベスト
セラー作家となった郷土の偉人 吉田絃二郎の生誕祭
を開催します。
○と　き　11月23日(木・祝)
　　　　　９時30分開会(開場９時）　
○ところ　神埼市中央公民館
○内　容
・小中学生の吉田絃二郎作品読書
　感想文・感想画最優秀賞表彰
・読書感想文最優秀入賞作品の朗読
・短歌朗読
・神埼中学校吹奏楽部演奏
入賞作品の展示
　11月17日（金）～ 23日（木・祝）午前中、神埼
市中央公民館１階ロビーで、読書感想文・感想画入
賞作品を展示します。
◎問い合わせ　吉田絃二郎顕彰会事務局
　（神埼市中央公民館）☎53-2325
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つまみ食い講座つまみ食い講座
第28弾！ 11月～ 県民カレッジ対象

ボランティア講師も募集中！

　つまみ食い講座は５人集まれば開講（成立）しま
す。市の人材バンクボランティア講師による受講料
無料（材料費のみ実費）の体験講座です。あなたの
世界を広げてみませんか？
○申込　①講座名②氏名③住所④電話番号を窓口ま
たは電話、FAXでお知らせください。
○締切　11月14日（火）10時まで（講座２以外）

※申込者多数の場合は、抽選で受講
　者を決定します。成立した講座の
　申込者には、ハガキで準備物などをお知らせしま
　す。抽選漏れや、講座が成立しなかった場合は、
　電話でご連絡します。

◎申込・問い合わせ　神埼市中央公民館
　☎53-2325　 FAX53-4940
　平日は脊振公民館、社会教育課窓口でも受け付
けます。

講　座（講師） 内　　容 対象 日時・場所

1

手回しコマを
　　　　作ろう

（樋口 悊雄）

子どもまつりでおなじみの手回しゴマを作ろう。
カラーの紙テープを段々に巻いてカラフルで大き
いコマを２個作ります。大人と一緒に参加もＯＫ。
お正月は手作りコマで遊ぼう。（実費：500円）

どなたも
10組程度
１回限定

11月19日（日）
13時～ 15時

神埼市中央公民館

2

シルバー
　健康ダンス
　　さくら

（渕野 由未香）

リズムダンス始めませんか？“動いて、笑って、
仲間になって”をモットーに懐メロから最近の
ヒット曲までリズムに乗って楽しく身体を動かし
ます。ゆっくりコース、動きやすい服装で。（無料）

成人男女
20人程度
当日参加可

11月29日（水）
14時～ 16時

神埼市中央公民館

3

紙版画で年賀状

（平面造形屋
横尾 勝博）

年賀状を紙版画で作りませんか。様々な質感の紙
を貼り重ね、インクを付けてバレンでこすり写し
取ります。これで年賀状作成はバッチリ。初心者
向き。（実費：500円、ローラー・トレイ付）

成人男女
10人程度

12月１日（金）
9時30分～ 12時
神埼市中央公民館

4

縁起物
　南天九猿を

かざろう
（斎藤 たづ子）

難を転じる南天の枝に９匹の猿をのせ「苦難去る」
縁起物。布を折りたたみ、風船かずらの実を乗せ
るとかわいい猿ができます。招福の玄関飾りに
ピッタリ。（実費：400円）

成人男女
20人程度

12月13日（水）
10時～ 12時

神埼市中央公民館

5

お屠蘇づくり

（中冨記念
　くすり博物館）

新年を手作りのお屠蘇で祝いませんか？ニッケイ
や桂皮、キキョウの根など８種類の材料を薬研で
すりつぶして粉にします。本物のお屠蘇で新年を
迎えましょう。（実費：500円）　

成人男女
35人まで

12月20日（水）
10時～ 11時30分
神埼市中央公民館

第６回　神埼まちあるき
　第６回は、神埼町横武の歴史遺産を辿ります。
○コース　横武地区
○日　時　11月26日（日）９時～ 12時
　　　　　※雨天時などは12月３日（日）に変更
○集　合　神埼市学校給食共同調理場　９時
○参加費　無料　申込不要
○注　意　徒歩で見学を行います。体力に自信のある方、自己
　　　　　で健康管理ができる方の参加をお願いします。
◎申込・問い合わせ　政策推進室　歴史文化振興係
　　　　　　　　　　☎37-0153
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フ
ラ
ン
ス
の
義
務
教
育
は
、
６

歳
～
16
歳
ま
で
の
10
年
間
。
学
年

制
度
は
小
・
中
・
高
、
５
・
４
・

３
制
で
す
。小
学
校
は
エ
コ
ー
ル
・

エ
レ
モ
ン
テ
ー
ル
、
中
学
校
は
コ

レ
ー
ジ
ュ
、
高
校
は
リ
セ
と
呼
ば

れ
ま
す
。

　

ボ
ー
ク
ー
ル
市
に
は
２
つ
小
学

校
が
あ
り
、
神
埼
市
は
現
在
サ
ン

ト
ル
Ａ
小
学
校
と
交
流
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
ジ
ャ
コ
ー
先
生
が
代

表
団
の
一
員
と
し
て
神
埼
市
を
訪

問
さ
れ
、
小
中
学
校
を
興
味
深
く

見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
コ
ー
先
生
の
ク
ラ
ス
で

は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の

ほ
か
、
外
国
語
教
育

と
し
て
英
語
・
ド
イ

ツ
語
の
学
習
を
さ
れ

ボークール市児童によるアンドレ・
ジャピー氏の劇
� 【情報提供】ボークール市　

て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
姉
妹
都

市
提
携
時
の
元
町
長
を
招
い
た
歴
史

の
授
業
や
短
い
日
本
語
を
用
い
た
作

品（
紙
芝
居
や
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
）

制
作
な
ど
、
日
本
や
神
埼
市
を
知
る

授
業
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
６
月
、
ボ
ー
ク
ー

ル
市
で
は
、
１
９
３
６
年
に

脊
振
山
で
墜
落
遭
難
後
、
住

民
に
救
出
さ
れ
た
冒
険
飛
行

家
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ャ
ピ
ー
氏

に
関
す
る
劇
が
初
め
て
上
演

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
校
と
音
楽
院

『
ボ
ー
ク
ー
ル
市
の
学
校
』Vol.3

の
共
同
制
作
で
、
内
容
は
当
時

の
新
聞
記
事
を
元
に
制
作
し
、

セ
リ
フ
は
先
生
と
生
徒
で
考
え

た
そ
う
で
す
。
最
後
に
、
日
本

で
「
蛍
の
光
」
と
し
て
知
ら
れ

る
歌
が
、
日
本
語
・
フ
ラ
ン
ス

語
で
披
露
さ
れ
、
生
徒
た
ち
の

熱
演
に
た
く
さ
ん
の
歓
声
と
拍

手
を
頂
い
た
と
お
知
ら
せ
が
あ

り
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

お知らせ

11月11日（土）元気かんざき
市民交流祭で、姉妹都市交流
コーナーが設置されます。
ぜひお立ち寄りください！

サントルA小学校　
ジュスティーヌ・ジャコー先生

 

　9月11日、市内企業や金融機関、学校など51会員
で構成されている神埼市企業連絡協議会の第1回定例
会が開催され、創業100周年を迎えた「TOTO株式会
社」の小倉第一工場を訪問しました。　　
　衛生陶器工場の製造
過程を視察、質疑応答
では、市内企業の製造
現場や生産管理の方か
らさまざまな質問が飛
び、活発な意見が交わ
されました。

　音楽サークルさなぼりの「チャリティーさなぼり歌仲間の集い」が行
われ、集まった募金をもとに、はんぎーホールに大型扇風機・ハロゲン
ヒーター・スリッパ立てを寄贈いただきました。
　「ホールの運用に役立てて欲しい」と代表の西山早苗さん。大事に使
用します。ありがとうございました。

　９月９日の“救急の日”に、三田川武道館・吉野ヶ
里町中央公民館で救急の日記念イベントが開催さ
れました。
　神埼市郡医師会の医師らの講演のほか、救急の
プロである神埼消防
署 員 にAEDの 使 い
方や応急手当を学ぶ
実践的な講習も行わ
れ、約300人が参加
しました。

企業連絡協議会がTOTO工場視察

はんぎーホールに備品の寄贈

救急医療や救急業務に正しい理解を


